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本研究は,建 築部品 ・構怯 の変遷研究に必要な資料の概略を示 し,今 後の資料保存 とリス ト化のあ り方 を示 した。 ま

ず,既 往研究論文からの読み取 り,研 究者へのアンケー ト,関 連資料の収集 により,変 遷研究における資料の収集,利

用,保 管方法の実態 と問題点を把握 した。次 に,今 後の資料保存 とリス ト化のあ り方を考える会議 を開催 した。以上の

成果 をもとに,資 料の散逸 ・滅失 を防 ぐための現実的なアーカイブを提案 した。具体的には,資 料は分散管理 とし,資

料の所在情報 をデータベース化 し,イ ンターネ ット上で共有すること,ま た,資 料散逸 ・滅失への緊急対応策として共

有の保管場所 を別途確保すべ きであることを提案 した。
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   This research proposed the method of preserving and listing material necessary to research historical changes of building parts 
 and  construction systems. We examined the realities and the problem of the collection, the use, and the keeping method of 

materials in the transition research first. Next, we held the conference which devised the method of the material preservation and 
the list. As a result, we derived a realistic method of the archives as follows. 
1) The researcher and the owner are to share the database of the material list on Internet. 
2) They jointly are to secure the warehouse to prevent material being abandoned.

1.は じめに

1.1研 究の目的

各時代で一般 に普及 した建築部品や構法は,各 時代の

ス タンダー ドであったにもかかわらず,「 当た り前」で

あるが故に,開 発 と変遷の記録はかえって残されに くい。

なかでも,在 来木造住宅をはじめとした一般的な建築の

部品や構法は,開 発 と変遷に関する資料が記録 ・保存 さ

れる機会が少な く,残 された手がか りも散逸 ・滅失 して

いくおそれがある。部品 ・構法 の工業化の時代であった

20世紀の終わりに当た り,ま た近 ・現代の建物が今後文

化財的価値を持つようになる時期 を迎えて,こ うした各

時代の一般的な建築部品 ・構法 の変遷を構i法計画の立場

か ら明らかにし,将 来にわたって有用 となる形で記録を

残 してお くことの文化的価値 は高いと言えよう。わずか

に残 された資料の滅失を回避するためにも,関 連機関や

業界,個 人などで所有 している一次資料の所在情報 を収

集 ・共有 し,ま た,変 遷関連研究によって集積 された有

用な一一次資料は,再 び散逸す ることな く継続的に参照で

きるような形で保管 してお く手立てが必要である。

本研究は,住 宅をは じめ とした建築部品や構法の変=遷

に関する資料 の概略を明 らかに し,構i法 計画の立場から,

今後の変遷研究に関わる資料の保管 とリス ト化のあ り方

を示すことを目的としている。

1.2研 究の概要

1.2.1資 料利用 と保管の実態,及 び資料性の検討

資料の保存 とリス ト化 を考 える第1段 階 として,部

品 ・構法の変遷を辿る上で有用な資料 とは何かを示すた

め,変 遷関連研究における各種資料の利用や保管のされ

方を調査 した。また,資 料の種類ごとに,利 用 ・保管上

の問題点を整理 した。具体的には下記の手順によった。

1)建 築部品 ・構法の変遷に関する既往研究の収集 と研
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究方法の分析,及 び研究者の リス トアップ

2)変 遷研究者の各研究における一次資料の収集方法と

利用 ・保管状況に関するアンケー ト調査の実施

3)変 遷研究に有用と思われる資料の収集と分類

4)各 資料種類ごとの特性と利用 ・保管上の問題点の整理

1.2.2将 来にわたって残 してい くべき資料のリス ト化

と保存 ・提供方法の検討

第2段 階として,今 後の資料保存 とリス ト化のあ り方

を探るため,ま ず,国 内外でのアーカイブに関する動向

を調べた。これと第1段 階での調査結果を踏まえた上で,

構法や住宅に関する研究者 らを招 き,ア ーカイブのあ り

方に関する会議 を開催 し,意 見を伺った。最後に,以 上

の成果 をもとにして,部 品 ・構法の変遷に関する資料保

存 ・リス ト化 ・公開を継続的に行 うシステムとしてのア

ーカイブのあり方について,提 言をまとめた。

2.建 築部品 ・構法の変遷を対象 とした既往研究の概要

2.1は じめに

近年,材 料 ・部品 ・構怯 の研究では,構 法計画の立場

か らその重要性 を指 し示す様 々な変遷研究が発表されて

いる。この章では材料 ・部品 ・構法の変遷研究を網羅す

ることにより,そ れらの記録を将来にわたり有用となる

形で残すことを考え,既 往研究を体系的に整理すること

とした。既往研究で用いられた資料の概略や,ど ういっ

た構怯 や部品が研究の対象とされてきたか等 を考察する。

2.2調 査方法

2.2.1既 往研究の リス ト化

部 品 ・構法の変遷 に関する研究 を,日 本建築学会の

『学術講演梗概集(A,E,F分 冊,1971～1998)』 及び

『計画系 ・構造 系論文集(1972.1～1998.9)』,『 各支部研

究報告集(1976～1998)』 によ り収集 したAl。 収集方法

は表2-1の 項 目に着目し,特 に 「部品 ・構法名」,「研究

対象期間」が明記され,技 術開発の変化を調査 した研究

であることを確認 して収集 した。収集結果は,研 究数 ㈲

が185件 で,そ の中の部品 ・構法等 を個別に数えた場合

の研究対象数が224件(各 種の部品 ・構法を扱 った研究

は,そ の各々を対象 として数えた)で あっだ帥。 また,

部品 ・構法名,研 究対象期間,変 遷情報の収集方法につ

いては,原 文中の表記通 りに読み取 った。

2.2.2既 往 研 究 の分 類

既 往 研 究 の 内 容 を表2--1の 「部 品 ・構 法 名」 及 び 「部

位 」 に着 目 し,表2-2の よ う な大,中,小 の項 目 に分 類

し た 。 次 に,こ の 分 類 の な か で,そ の 材 料 ・部 品 ・構

法'掬 が 建 築 の ど こ に 属 して い るか に 着 目 し,中 分 類 と

し て 部 位 等 の 項 目 を 設 け た 。 こ こ で,「 そ の 他 の 内 容 の

変遷研究」は,部 品 ・構法の変遷研究 と関連がないため,

結果及び考察から除外 した。

2.3既 往研究の分類結果及び考察

2.3.1分 類別の研究数及び変遷研究対象期間

図2-1で 各大分類 ごとに研究対象の内訳をみると,「構

法別」の 「構造」に関す る分野 で,軸 組 や小屋組等の

「在来木造」の研究文」トが最も多 く,次 に 「工業化」の研

究が続いている。「部位」では 「壁」が多 く,そ の内容

は,仕 ヒ・下地の地域特有の各種壁構法であった文2)。

「部品別」では,「 開口部」(建 具,金 物 等をほとんど網

羅文31),「設備」,「付属 ・保護 ・補強」に関する研究が多

い。「設備」に関 しては,浴 室ユニット文41や暖房設備文5)

等で,住 宅関連の研究が多かった。「材料別」では,部

位別 に性能の観点で,材 料の使われ方の変遷 を調査 して

いるが,構 法や部品 と比べて研究数は少ない。材料 ・部

品 ・構法に関する 「ソフ ト面別」は,基 準文6)や詳細図文7),



製作機械文8)についての研究であり,研 究数は少ない。

しか し,材 料 ・部品 ・構法の発展 に影響する要因として,

今後さらに多 くの研究がなされる可能性があると考えら

れる。

図2-2に 分類ごとの変遷研究対象期間を示す。図中の

帯グラフが,各 研究対象期間である。濃い帯は,そ の年

代が明確な研究対象期間であ り,そ の前後の薄い帯は,

不明確 な期間注6)である。

「構法」の 「在来木造」に関する研究では,特 に民家

の軸組等の架構変化を調べてお り,古 い年代からの研究

が多いが,現 在 までを対象としたものは少ない。古い年

代の構法の研究は,そ の技術が消滅 している可能性があ

り,伝 統継承の意味から重要である。 しか し,こ の種の

研究 には,特 別な歴史的な構法 を扱 っている場合 もあ

る文9)。従って,そ のような研究 と,一 般的な木造の構

法 との関連 を示す研究 も必要であると考えられる。それ

に対 して 「工業化」郊)に 関する研究は,比 較的近年 を対

象 としている場合が多いが,こ れは建築が工業化 と密接

な関係 を持ち始めた時期(1950年 頃)と 一致 している。

「部品」 については1900年 頃から現在 までの継続調査

がほとんどである。建築の高性能化,生 産の合理化を促

す上で,部 品は重要な要素であることから,改 良が繰 り

返 され,そ れに対応 して継続研究が行われていると考え

られる。また,こ れらは近代的な工業製品を研究対象と

してお り,誕 生当初からの変遷 を追ったものが多い。研

究対象期間が1800年 代から始 まる 「部品」の研究 として

は,「設備」の暖房や衛生器具文'1)の研究,「付属 ・保護 ・

補強」の格子のデザイン性文'2)が挙げられる。

「材料」については,建 築部位別にその機能 に着 目し

て研究 しているため,材 料の誕生当初からの研究ではな

い。そのなかで最 も古い時代 を対象 としている研究は,

「その他」の項 目内の茶室 における使用材料文13)について

の研究であった。「開口部」 におけるガラス文14)の研究も,

比較的,古 い年代を研究対象 としている。

「ソフ ト面」の研究は,製 作機械の研究において,1700



年 代 半 ば か ら1800年 代 を対 象 と した もの が あ り,こ れ ら

は,揚 重 機 文15)や煉 瓦 成 型 機 文8),搬 送 機 械 文'6〕等 に つ い

て の もの で あ る。 こ の種 の 変 遷 研 究 も1七較 的,研 究 対 象

年 代 が 古 い こ とが 分 か る 。

2.3.2地 域性の有無

地域限定の有無により,構 法 ・部品 ・材料 ・ソフト面

毎の比較 として図2-3に 各大分類ごとの中 ・小分類の内

訳 を示す。 ここでは,や は り 「構法別」の 「在来木造」

においては地域が限定 された研究が多い、,「部位」の研

究では,「壁」のみ地域が限定 された研究が多 く,こ の

ほとんどは,住 宅を対象 としたものである。「部品別」で

は,地 域 を限定 しない研究が多い。「材料別」でも壁材

料の研究に,唯 一地域 を限定 した研究が多 くみ られ,他

はほとんど地域を限定 してない研究である。壁材料の地

域が限定 された研究の例 として,沖 縄のスクリー一ンブロ

ック文'7)や宮城の天然スレー ト畑 等を扱 った ものがある。

2.3.3既 往研究で用いられた資料 ・情報の分類

・研究に用いた情報の収集方法の相違

本調査の結果,研 究論文で扱われている情報の収集方

法は,実 測調査,文 献 ・資料調査,ヒ アリング調査,ア

ンケー ト調査 と大 きく4つ の方法に整理で きることが分

か った。図2-4に 各分類 での情報 の分 布を示す。「構

法」に関する変遷研究では,他 に比べ実測調査が多いこ

とが分かる。これは木造の部材を実測 している例が多い

ため と考 え られる。「部品」や 「材 料」の研 究で は文

献 ・資料調査 と,ヒ アリング調査が比較的多い、,また,

「構怯 」の研究においても,そ れ らは比較的大 きい割合

を占めてお り,全 体的に文献 ・資料調査 とヒアリング調

査による情報収集が多いことが分かる。

・地域性 による情報の収集方法の相違

地域限定の有無 による情報の収集 方法の違いを比較 し

たものを,図2-5に 示す。「構法」の地域が限定 される

ことが多い研究は,実 測調査やヒアリング調査,地 域が

限定 されない研究は,文 献 ・資料調査が多いことが分か

る。「部品」は地域 を限定 しない研究が多いが,そ れら

は文献 ・資料調査が最 も多 く,ヒ アリング調査,ア ンケ

ー ト調査 と続 く。「材料」の場合,地 域 を限定 した研究

では,文 献 ・資料調査に限られ,地 域を限定 しない研究

でも文献 ・資料調査が過半数を占めている。

・情報の内容

変遷研究の情 報の収集方法で,特 に大 きな割合を占め

ていた文献 ・資料調査 とヒアリング調査の対象を表2-3

に示す。これによると,「構法」の研 究には文献 ・資料

調査,ヒ アリング調査共に多 くの情報源があるのに対 し,

「部品」では比較的少ない。全分類で情報源 として用い

られている文献 ・資料は,書 籍や雑誌の他,社 会的な影

響が反映される新聞,広 告記事,カ タログである。この



ように,時 代に沿った情報が得 られるカタログ等の資料

も,構 法 ・部品 ・材料の変化の要因として重要であると

考 えられている。「構法」の研究におけるヒアリング調

査では,様 々な職人を対象としたものが多 くみられ,伝

統技術 ・意匠の伝承に役立つ情報収集を目的とした研究

であることが把握で きる。

2.4ま とめ

今後の建築構法 ・部品の合理的発展 をかんがみ,そ れ

らの変遷の既往研究を総括 し,分 類整理 して現状の把握

を行った結果,以 下のことが明 らかになった。

1)変 遷研究は 「構怯 」に関する ものが多 く,「在来木

造」の研 究については古い年代か らの ものが多い。「部

品」,主 に 「開口部」,「設備」,「付属 ・保護i・補強」部

品を研究対象 としてお り,そ のほとんどが1900年 頃か ら

現在 を対象 とした研究である。「材料」は部位要素 とし

て建築への扱 われ方 を対象 としてお り,そ の数は 「構

法」や 「部品」の研究 と比べて少ない。

2)地 域 を限定 した研究は,「在来木造」の 「構法」を

対象 としたものが多 く,そ の研究対象 としている期間が

限定されているものが多い。地域 を限定 していない研究

は,「 部品」や 「材料」を対象 とし,比 較的新 しい研究

対象期間を研究 している。

3)地 域 を限定 した 「構怯 」の研究は,実 測調査 とヒア

リング調査,地 域を限定 していないものは文献 ・資料調

査が多い。「部品」や 「材料」の研究は,文 献 ・資料調

査 とヒアリング調査が主体である。また,「構法」の研

究の文献 ・資料調査 とヒアリング調査 には多 くの種類の

情報があるのに対 し,「部品」では少ない。文献 ・資料

調査は,書 籍 ・雑誌の他,新 聞 ・広告記事 ・カタログも

重要な資料 として扱っている。

4)変 遷研究の 「部品」では,ア ンケー ト調査 を多用 し

ているが,「構法」や 「材料」の研究では少 ない。それ

らにおいて もメーカーや施工者へのアンケー トは可能で

あ り,こ れにより新 しい知見が得 られる可能性がある。

資料に対 し,保 管場所の確保や整理にかかる労力など,

研究者 として少なからず悩みを抱えているはずである。

そこで,前 章で抽出 した変遷研究のなかか ら,部 品 ・

構法の変遷 自体を扱った研究に絞 り込み,そ れぞれの研

究方法と資料保管に関するアンケー ト調査 を行った。調

査票の送付先 は研究代表者(firstauthor)と し,代 表者

が学生の場合は指導教官 と思われる共著者 を選択 した。

さらに送付対象者が研究への関わ りが薄い場合は,研 究

に最 も関わった人に回付するよう要請 した。

3.2実 施 時 期 と回 答 率

ア ンケ ー トは1999年1月 か ら2月 に か け て 実 施 した。

54名 に発 送 し,24名 か ら回答 が あ っ た(回 答 率42.8%)。

3.3設 問の概要

設問の概要を以下に示す。回答方法は選択肢 と自由記

述の組み合わせ とした。選択肢では複数回答可 とした。

a)研 究の具体的な調査方法

b)変 遷研究ではどのような調査方法が有効だと思うか

c)研 究資料の整理方法 ・保管方法

d)保 管 している資料類は閲覧可能か,可 能であればど

のような形で閲覧可能か

e)資 料類の整理 ・保管の望 ましい方法は何か,そ のう

ち最 も重要な方法は何か

f)他 にどのような変遷研究を行 っているか

g)建 築技術の重要度 を認識 したアーカイブとして,仮

に 「建築技術史博物館」構想が必要となった場合,設

置場所,展 示内容,運 営方法,金 銭面等について,ど

のような考えが必要 となるか

3.4ア ンケー ト結果の概要

a)「 研究の具体的な調査方法」では,文 献調査が最 も

多 く,実 地 ・実測調査,ヒ アリングがそれに次いだ。

文献調査の内訳では,書 籍,論 文,図 面,雑 誌が多い

(表3-1,表3-2)。

3.変 遷関連研究者に対するアンケー ト

3.1ア ンケー トの実施概要

前章の分析によって,変 遷研究の対象の広が りや研究

方法,資 料利用の状況などについて,そ の概要を把握す

ることができた。 また,文 献調査は多 くの研究上重要な

作 業に位置付け られてお り,対 象 とする資料の種類 もカ

タログ類から実物に至るまで多岐にわたることが分かっ

た。 しかし,梗 概や論文から読み取れる情報には限界が

あ り,今 後の変遷研究に関する資料保存のあり方を考え

る上では,各 研究における具体的な調査方法 とその有効

性,収 集 した資料の種類 と保管方法などについて,さ ら

に詳 しく調査する必要がある。また,実 際に増 え続ける



b)「 変 遷 研 究 で は ど の調 査 方 法 が 有 効 だ と思 う か」 に

対 して は,の べ 回 答 数27(回 答 者 数20)の う ち,実 物

の 調 査 が10件 と最 も多 く,次 い で 文 献 ・デ ー タ利 用9

件,ヒ ア リ ン グ5件,そ の他3件 で あ っ た(表3-3)。

g)「 建築技術 史博物館」構想に対する意見では,全 体

的に賛同 しつつも,運 営方法や費用,場 所において,

厳 しさを懸念す る意見が多かった。回答を,運 営主体

と保管場,公 開方法の属性により分類 し,そ の関連を

示す と以下のようになる(図3-1)。

c>「 研究資料の整理方法 ・保管方法」では,資 料をハ

ー ドコピー し保存する方法が最 も多 く,そ のほとんど

が書籍 ・サ ンプル等の現物保存や ヒア リング記録との

併用手段であった(表3-4)、,

d)「 保管 している資料類は閲覧可能か,可 能であれば

どのような形で閲覧可能か」では,「梱包 してある」

「部屋の中にあるはずだが,所 在不明」の双 方で15件

となり,「閲覧可能」「守秘義務情報以外は閲覧 可」 を

合わせた9件 を上回っている(表3-5)。

e)「 資料類の整理 ・保管の望ましい方法」では,「資料

の所在 リス トを作成する」が最 も多い(表3-6>。

この結果,「 建築技術史博物館」の実現形態 としては,

従来タイプの博物館 とインターネットを活用 した仮想博

物館 とに2分 された、。

従来タイプの博物館の場合は,公 的機関や大手企業な

どの一元的な運営によることが求められている。これに

対 し,仮 想博物館を主張する意見では,複 数の機関の共

同運営によるか,主 張者である個人もしくは組織単体が

自ら運営するかに分かれた。共同運営の場合は共通の保

管場所の設置や保管ルールの統一化など,機 関間のコン

センサスに関わる課題が指摘 されている。主張者 自体の

運営 とした場合は,他 の運営形態でみ られなかった実物

のデジタル画像データベース化といった思い切った保管

方法が提案されている。実際,画 像データは撮影方法や

記録方式など多くのルールづ くりが必要であ り,利 用 目

的によって も方式が異なるので,共 同管理の手法 として

は困難であるが,個 人形態であれば運営者 自身が必要 と

する整理 ・公開方法で構わない。ただしここでいう画像

データベースとは,商 用プロバイダのサーバに登録可能

な程度のサ イズの画像とサムネイルによるガイ ドといっ

た簡略なものを想定 していると思われる。



3.5ま とめ

既往研究の方法 としては資料調査が最 も多いこと,調

査対象 となる資料形態は多岐 にわたることが分かった。

また,望 ましい方法 としては建築部品 ・構法の実物調査

が重要視 されていることか ら,理 想 としては実物調査 を

したいが何 らかの制約があ り,資 料調査で折 り合いを付

けていることがうかがえる。研究資料の保管状況は 「閲

覧可能」 な状態であることが多い ものの,「 梱包 された

まま」か 「所在不明」である例 も目立ち,保 管場所や整

理方法 に問題がある。「資料類の整理 ・保管の望 ましい

方法」では,所 在情報のリス ト化が最 も多 く求め られて

いる。

すなわち,変 遷研究の対象 となる部品 ・構法の実体は

既に存在 しないことが多 く,そ の場合は残存する各種の

資料が重要であ り,そ れら資料類の保管においては所在

情報のリス ト化が求められている,と 言えよう。

「建築技術史博物館」構想 に関する意見では,イ ンタ

ーネットを利用 した仮想博物館 とする意見が目立った。

これには管理形態や資料の保管 ・整理方法にばらつ きが

あったが,む しろ多様なコレクションをホームページと

いう共通の文書形式で共有で きるという特性が反映 され

たと解釈 したい。ただし,デ ータベースの項 目や分類上

の用語などい くつかの基本部分は共通化すべ きであろう。

だからである。さらに今後,各 所有者の事情で保管が困

難になった場合は,何 らかの形で貴重な財産 を誰かが継

承 していけるような仕組みを考えてお く必要がある。

そこで,本 章では,表4--1に 示 した資料について,国

内の資料 をい くつか収集 し,こ れ らを発行形態や内容に

よって分類 した上で,変 遷研究への利用 と保管上の問題

点を整理 して示 してお くこととした。資料の収集方法は,

市販 された単行本類は,各 委員 または所属機関所有の資

料に加え,図 書館での閲覧 ・複写や古書店か らの購入に

よった(表4-2)。 それ以外の資料 は保管先の機関 ・企

業や図書館で閲覧や複写によって確認 した。

4.建 築部品 ・構法の変遷に関する主な資料の特性

4.1調 査の概要

2章 での既往研究調査,及 び3章 でのアンケー ト調査

か ら,変 遷研究では,表4-1に 示す多様 な資料がそれぞ

れ重要な資料 として利用 されていることが分かった。

これらの資料のうち,各 研究者によって資料の現物が

収集済みの ものは,再 び散逸することな く他の研究者 も

利用できる形で保管 しておくことが望 まれる。 また,研

究者以外 に業界や個人などで所有 している一次資料類に

ついても,そ の所在情報を共有 してお く必要がある。な

ぜ なら,所 在情報のない資料は存在 しないのと同じこと

4.2各 資料種ごとの利用と保管上の問題点

4.2.1公 的機関発行の資料及び論文等

公的機関の発行物は収集 しやす く保管率 も高い。統計 ・

報告書類は発行元の機関の他,公 立図書館,学 術研究機

関に納められてお り,特 許 ・新案は特許庁にデータベー

スがある。論文 ・梗概 はNACSIS(学 術情報セ ンター)

や市販のデータベースで遡及入力が進んでいる。また,

情報公開の程度の差こそあれ,外 部に公表された出版物

以外の,図 面 ・仕様書類,技 術資料,会 議録などの一次

資料 も,公 的機関では何 らかの形で継続保管されている。

4.2.2逐 次刊行物

逐次刊行物には,雑 誌,新 聞,企 業誌 ・業界誌などが

ある。いずれ も時系列的に情報が拾えるが,保 管率には

それぞれ差がある。特 に,図 書館では現行刊行物は最新

1年 分以外は廃棄 されることが多いため,大 正 ・昭和初

期の雑誌は合本 されて残るが,戦 後の雑誌は残らないと

いう奇妙な事態が起 きてお り,戦 後の住宅生産の伸びを

支えた部品 ・構法の使われ方や,一 般住宅の実例などが

再現で きな くなってきている。以下にそれぞれの特性 を



示す。

a)市 販の雑誌 ・新聞等

住宅関係の雑誌は目次彙E7)や データベースii・s)があり,

新聞は各新聞社で保管 されている。ただし,特 定業界向

けの新聞勘 は情報の専門性が高い ものの企業が小規模

なこともあ り,継 続保管されていないことが多い。

b)企 業誌 ・業界誌

系列店への情報伝達や,施 工法などの現場教育,社 内

報的役割のもの,他 分野への情報発信など,編 集方針は

様 々である。また,社 内の経済事情か ら不定期刊行にな

ったり内容が変わるなど,… 般雑誌 と比較 して不安定で

ある。新製品の発売時期 は特定 しやす く,廃 番や規格変

更などが記 されていることもある。バ ックナンバーは企

業で も大抵1組 しか保管されず,処 分 された ものも多い。

4.2.3市 販の単行本

a)住 宅の部品 ・構法の解説書類

技術専門書か ら一般向け解説書まで様 々なレベルがあ

る。専門書の内容は,材 料 ・部品…般,材 料 ・部品と施

工方法,各 部位の材料 ・部品と構法,設 備 ・水まわ り,

大工や建具職のための雛形集,な どがある。

一般向けの本は二次資料的な色が強いが,当 時の一般

的な構法 を反映 したものが多 く,補 強資料として有効で

ある由o)。内容の一部 には,あ まり一般的でないものが

今後の普及を意図して取 り上げられたり,執 筆者の好み

や珍 しさから特殊なものが加わっていることがある。こ

のような特殊解を除去するには,同 時代の資料を複数比

較 した り実例 と比較する必要がある,,

b)住 宅設計 ・実例集

間取 りの雛型 を載せただけの ものから,写 真や詳細な

仕様表があるものまで様々なレベルがある。実例集は,

戦前期のものでも古書市場で入手 しやすい榔 、,

c)そ の他の単行本

その他,建 築一般構造の解説書,家 政学の教科書,法

規 ・基準類などがある。また,各 時代の資料を読み解 く

ためには,各 時代の辞書 ・事典 も必要である。

4.2.4建 材集覧 ・カタログ類

企業 ごとのカタログの他に総合カタログ畝 健 材集

覧 ・総覧),博 覧会 ・展示会等の目録がある,、写真や図,

製品の緒元,標 準納まり図など詳細に把握でき,金 額が

記 されているものもある。ただ,発 行年月が記載されな

いものが多 く,年 代 の確認が しにくい。継続保管 されて

いれば製品の消長を追 うことも可能であるが,企 業 もユ

ーザー も更新の都度 ,古 い ものを処分する傾向がある。

4.2.5社 史 ・業 界 史

社 史 ・業 界 史 が つ く られ る の は,比 較 的 大 手の 企 業 ・

業界に限 られる。経営史や役員歴を残す ことに重 きが置

かれ,技 術 ・製品 を中心に した ものは少ない。また,出

典が不明なものが多い。経済 ・経営関係の大学図書館が

主に継続収集 してお り,目 録甫 も作成されている。

社史の他にも,企 業人個人の回顧録がある。私家版が

多いが,当 事者による記録とい う点で貴重である。

企業は離合集散 しがちなため,関 連企業 ・団体の系図

を把握 しないと技術開発の流れを再現できない。主要な

企業の系図は経済学の文献で辿ることができる注14)。

4.2.6図 面 ・仕様書 ・その他の技術資料

これ らは最 も重要な一次資料 と言えるが,製 品開発の

技術資料は社外秘,図 面では施主 との問題があり,資 料

の存在自体伏せられていることが多い。技術資料は運よ

く閲覧を許 されても論文で公表できないこともあ り,そ

の場合は対象技術が 「時効」を迎 えるまで待つ しかない。

図面 ・仕様書は設計の雛形 とされたり製品や建築物の

メンテナンスの必要性から,本 社で一一括管理されるより

も事業部 ごとに保管 されることが多い。図面が電子化 さ

れているのはここ数年だけで,一 般の青焼畳み製本は,

経年劣化や破損で判読で きないこともある。また,最 終

的な実物 との差異 を確認する必要がある。

4.2.7実 物の資料

実物に勝 る一一次資料はない。製品のサンプルは実体 を

最 もよく把握で きるが,カ ットサンプルはサイズが小 さ

す ぎて製品の特徴が不明な場合がある。また,営 業上不

用になれば処分される。建築解体時に部品を収集すれば,

その部品の使われ方まで把握できる。ただ し,解 体時期

が不確定,取 得手続きが煩雑,現 場 ・施主の協力 を要す

るなどの問題がある、,いずれも,保 管場所の確保 と整理

が困難で,保 管方法 も個別に考慮する必要がある。

4.2.8ア ンケー ト・ヒアリング記録

アンケー トは調査票,ヒ アリングはヒアリングメモや

録音テープが残 される。分析方針が明らかなアンケー ト

調査は,調 査票がなくとも集計用データがあればよい。

調査票 自体はプライバシー保護のため故意に破棄 される

ことも多いが,集 計結果は回答の一部 を解釈 し加工 し提

示 しているに過 ぎないので,調 査記録 自体が保管 されて

いることが望 ましい、,また,ヒ アリングでは聞き手の未

熟 さにより誤った解釈で まとめられることがあるため,

べたうちメモを残 してお くべ きである。長時間のテープ

が聞き返されることなどほとんどない。

4.3ま とめ

変遷 に関する資料は,情 報の特性だけでなく,入 手 ・

検索の容易 さや現存率などにも差異がみられた。



公的機関の刊行物や社史 ・業界史は保管 ・利用 に関 し

て大 きな問題はない。市販の単行本類は2次 資料が多い

が,変 遷研究のとりかか りや傍証に活用でき,古 書市場

で容易に収集することがで きる。

一方で,戦 後の雑誌や企業誌 ・業界誌のうち主要なも

のは,欠 号 を補充 し揃 え直す機会を早期 に設ける必要が

あろう。特定業界向けの新聞はそれ以前の問題で,ま ず

存在の有無 を確認 しなければならない。図面 ・仕様書類

や技術資料 は,例 えば図面が1つ 発見 されたことによる

数々の成果注15)をみれば,一 次資料 としての重要性は明

らかである。ただ,今 日の深刻 な不況による企業の整理

統合のなかで,破 棄される危険は急速に増大 している。

図書館 も一般的な部品 ・構法の資料 を保存するにはい

ささか縁遠い。希少性の高い資料が優先的に収集 されが

ちだからである。また,戦 時期や戦後復興期に発刊 され

た もの,安 価なもの,一 過性の書籍 として企画 されたも

のなどは,酸 性紙や安価なインクの使用 によって,劣 化

が激 しく,保 存対象とされないか,あ るいは保存 されて

いて も管理の都合上閲覧を謝絶されることが多い。

一時資料 としての重要度から考えれば
,図 書館 よりも

図面や技術資料と実物を合わせて保存 してい くシステム

のほうが必要だが,我 が国では個別の専門性 にたつ機

関注16)はあるものの,総 合的な受け皿はない。

5.ア ーカイブのあり方に関する会議の開催

5.1会 議の概要

3章 の変遷研究者へのアンケー トの結果,多 くの研究

者が資料の蓄積のための場所づ くりが必要であると考え

ていることが分か り,ま た,我 が国の建設技術 を記録 ・

保存 ・公開するための施設の必要性についても,多 くの

意見が寄せられた。 しか し,建 築部品 ・構法の資料はカ

タログ類から現物 に至るまで多種多様であ り,企 業や研

究機関で既に保存 されている資料 も様々な保管形態が と

られてお り,そ の多 くが場所や手間,経 費などの点から,

適切 とは言い難い形で管理 され,閲 覧希望に応 じかねる

所 も少 なくない。

そこで,特 に資料保存の問題 について,こ れまで建築

部品 ・構怯 の研究 に携わってきた研究者を対象に,自 由

な意見 を述べ合う会議を開催 した。先述のアンケー ト対

象 とした変遷関連研究者に加 え,建 築部品 ・構法や住宅

を対象 とする研究者にも参加 を呼びかけた結果,15名 が

出席 した。15名 の内訳 は,大 学 ・学術研究機関の常勤研

究者8名,大 学院生3名,民 間の住宅関連研究者3名,

建築関連学芸員1名 であった。これに,真 鍋主査,小 西

委員,加 藤委員の3名 が主催者として出席 した。

討論の方法は,あ らか じめ参加者が用意 したアーカイ

ブの関連の資料を全員に提示 した後,自 由討論 とした。

提示 した資料は以下の通 りである。

変 遷 研 究 者 ア ンケ ー トの調 査 結 果(本 論 第3章)

変 遷欄 連 資 料 の概 要(本 論 第4章)

「ア メ リカ の 建 築 ア ー カ イ ブ の 現 況 」文19)

「日本 の 産 業 遺 産 ヴ ィ ジ ュ ア ル デ ー タベ ー ス 」;;17)

「積 水 ハ ウ ス 構 法 計 画 研 究 室 ア ー カ イ ブ」温

「産 業 技 術 博 物 館(仮 称)構 想 」注19)

「建 築 博 物 館 基 本 構想 」文20)

「ヨー ロ ッパ の 建 築 ア ー カ イ ブ」注20)

5.2資 料保存に関する問題点

参加者各自の所属組織における資料保存の実情や,ア

ーカイブのあるべ き姿に関する自由討論 を行った。資料

保存の問題点 として,以 下のような事項が挙げられた。

・保存スペースの不足

書物は図書館 という方法 もあるが,材 料 ・部品 ・カッ

トモデル等のサ ンプルは,嵩 張るので保存場所が ない。

建築博物館構想 もあったが,今 となっては実現性はない。

・保存のための整理に手間がかかる

きちんとインデックスを付けて保存 しようとすると,

非常に多 くの手間を要する。経済的に余力がないと,な

かなか整理されに くい。'

・保存が 「属人的」であること

企業の組織 としてではなく,担 当者の判断で個人的に

保存 されているケースが多い。他人にはなかなか価値 ・

意味 ・出典等が分か りにくい。担当者が辞めた後は,資

料の意味すら分からなくなるおそれがある。

・組織 自体 に永続性がないこと

企業においては,組 織がな くなる際にその組織の歴史

をまとめるという場合 もあるが,一 般には組織が変わり

消滅すれば保存 されている資料 もなくなる。大学の研究

室はこうした物の保存に適 しているが,研 究室 といえど

もその教授が退官 した場合に,後 継者が引 き継 ぐことは

期待できないことが多い。消滅 した研究室の卒論 ・修論

も保存 されないことがある。

・保存価値の有無を判断することの困難さ

古 くなってしまった物なら価値は判断で きるが,ま だ

新 しい資料については,将 来どんな価値が発生するか予

測できない。スペースさえあればタイムカプセルのよう

に何でも手当た り次第保存すればよいという考えもある。

・構法自体のブラックボ ックス化

工業化が進んで,各 メーカー独 自の部品 ・構怯 ばか り

になると,技 術的な内容が世の中に情報 として出てこな

くなるため,保 存 もされにくくなる。現在は転換期であ

り,企 業自身が責任を持 って保存する体制をつ くるなど

の動 きが必要である。

様々な組織にほぼ共通 して,以 上のような問題点 ・悩

みがあることが確認された。



5.3現 実的なアーカイブのあり方の検討

こうした問題点に対 し,い かなる形での建築アーカイ

ブが実現可能かについて,出 席者か ら自由な意見が出さ

れた。議論の要点と概ね得 られた結論 を以下に述べる。

・集中型アーカイブの非実現性

日本建築学会から出された 「建築博物館構想」のよう

に,物 理的にスペースを確保 し,そ こへ実際の 「物」 を

集積 して,専 任のスタッフが多大な労力 を費や してそれ

を整理 ・維持管理するというス タイルは,現 在では財政

面か ら実現はほとんど期待できない。

・情報ネットワーク型アーカイブの提案

現在でも(あ るいは現在こそ)実 現可能なアーカイブ

の形式 としては,情 報 ネットワークの活用 という形が,

出席者全体でほぼ一致 した見解であった,す なわち,集

中型のアーカイブをつ くることは困難だが,ど こにどの

ような資料があるかを明らかに して,そ の情報を公開し

て共有 してお くことは,十 分実現可能である。資料の整

理 ・維持管理も,分 散型であればそれぞれの組織での労

力負担はさほど大 きなものにならずにすむ可能性がある。

・具体的な 「物」の管理主体

具体的には,各 企業内,業 界団体の資料室,大 学等の

研究室などが,そ れぞれの立場から,収 集した資料を整

理 ・維持管理する。その場合,そ れぞれの資料に関する

情報は,一 定の両通な書式でデー・タベース化 してお く必

要があ り,イ ンターネッ トで公開してお くのがよい。

・資料散逸の対策

この場合 も,所 蔵する個人が手放す場合,大 学の研究

室が消滅する場合,企 業の組織改廃で部署が消滅する場

合など,資 料散逸の問題は残る。ただ し.も し手放さざ

るを得 ない場合 も,資 料の所在が明らかになっていて,

その情報が共有化されていれば,新 たな引 き取 り手に引

き継がれる可能性 も高 くなると言 うことができよう。

・情報ネッ トワークの管理主体

情報ネットワークを活用する 「仮想建築博物館 」のよ

うな構想であれば,現 代でも(現 代なら)実 現可能であ

ろう。この場合,情 報整理 フォーマッ トの共通化,情 報

ネットワークの管理,資 料所蔵者の 「人脈」の発掘,各

企業団体等への呼びかけ等々,共 通 レベルでの業務はあ

る程度発生する。こうしたことの管理 ・運営は,例 えば

日本建築学会の委員会などで行われるべ きであろう。

6.ま とめ

6.1各 章のまとめ

構法の歩みは建築技術の発展であり,部 品はその形へ

の現れである。それにも関わらず,開 発 された構法 や部

品は,そ の開発意図など基本事項 も含めて比較的短期間

のうちに忘れ去 られて しまうことが多い,、

本研究では,ま ず建築構法 ・部品の変遷に関する既往

研究を収集 し,研 究方法の分析を行った。その結果,広

い対象範囲で研究が行われてお り,木 造については伝統

的構法を対象にした,か なり古い時代 を含めた研究がな

されているが,そ の他の対象については比較的新 しい範

囲を取 り扱 っていること,地 域性の有無などが明らかに

なった。 また,建 築歴史の分野の研究とはそれほど重複

がみられず,建 築構法独 自の研究分野 となっている。

ところで,近 年の技術の発展は目覚 ましい ものがあ り,

対象となる部品 ・構怯 の種類も急激に増加 し,変 化 も複

雑になり,資 料は膨大化している。また,こ こ数年,構

法 ・部品の変遷研究は盛んになってきたが,前 後 して,

発展を実質的に担ってきた人が亡 くなられた り,そ の個

人的な資料が失われることによって,事 実を突 き止める

ことがほぼ不 可能に近い状態になってしまったことも少

なからず起 こっている。その意味で,我 が国の建築技術

の発展を担った人達の持つ文書化されていない生のデー

タの入手が急務であると言える。

次 に行った,変 遷研究者へのアンケー ト結果によれば,

変遷研究の資料の取 り扱いについては,定 式化 した方法

がな く独自な方法で保管がなされているが,ス ペースの

問題から永久保存 は望めない状態にあることが示 されて

おり,多 くの研究者が資料の蓄積のための場所づ くりが

必要であると考えていることが分かった。一般に,研 究

に資料 を使用す る場合,そ の内容をすべて使い切 ること

は少な く,研 究 目的に応 じて必要なところだけ,範 囲を

限定 してデータを抽出することが多 く,研 究 をまとめた

後の資料が資料価値を減 じていることは少ないと言える。

この意味で も収集 した資料の適切な保管が望 まれる。

4章 で示 した,変 遷に関する資料の特性では,資 料の種

類によって保存状況などに差異がみ られたが,と りわけ

民間企業の所有する資料が危惧 される。企業 自体の存続,

部署の改廃,移 転 など,廃 棄の契機は数知れない。また,

企業側の担当者も数年ごとに入れ替わって しまうので,

その都度資料の希少性を何度 も訴え続けなければならな

い。一般 にどのような資料が重要であるかを広 く訴 える

一方で,廃 棄 されんとする資料をとりあえず引 き受ける

ことが可能な体制がつ くられればよいが,既 存の図書館

や資料館で対応できることではないだろう。

アーカイブのあ り方を考える会議においては,構 怯 ・

部品の変遷に関する資料の保管について各分野の研究者

から報告があ り,意 見が寄せ られた。ここで も長期的に

みた場合,適 切な資料保管場所の確保の要望があ り,少

なくとも資料の存在場所 についての情報システム構築の

必要性については,一 致するところであった。この会議

に先立って,建 築関係のアーカイブに米国で実際に携わ

って きた専門家か らのヒアリングを行ったが,そ れによ

って,米 国の様 々な分野で,建 築関係のアーカイブが積

極的に行われている様子が把握 された。なかには,組 織



も決 して整 ってお らず,場 所 も十分でないが立派に機能

を果たしているものもみられた。また,日 本 において特

に遅れていることは資料の公開であることも明らかにさ

れた。また,現 在,ア メリカ各地で,建 築関係 アーカイ

ブの活発な活動がみ られるが,そ の歴史はヨーロッパに

比べて決 して古いもの とは言えず,日 本で も今スター ト

すれば必ず しも遅す ぎることはないとの指摘があった。

6.2ア ーカイブの実現に向けて

以上の研究成果か ら,建 築技術の発展に関連 した資料

の情報 システムの構築 と保存場所の確保,そ れらを運営

管理できるシステムに対 しての早急な対応が求められて

いることが明 らかになった。本研究会としては,我 が国

における資料保存の組織づ くりと場所づ くりを考 え,部

品 ・構法変遷資 料館,あ るいは建築構法変遷博 物館 とい

ったようなアーカイブの設立 に向かって行動する時期に

来ていることを確認 した。

アーカイブのあ り方については以下のように想定する。

・1館 集中型 よりも情報ネットワーク型による早期実現

資料の所在情報 を収集 し,相 互に知 り合うことが,ア

ーカイブ構築の第1歩 と考える。これにはインターネッ

トを活用すべ きである。現実のアーカイブ運営では欧米

に立ち遅れた感があるものの,こ れから取 り組むからこ

そ,か えって全国的な仮想アーカイブは立ち上げやすい。

ただ し,資 料 を検索するためのデータベース項 目や用語

など,基 本的な内容は共通化 してお く必要がある。

・資料の分散管理と資料特性に見合った多様 な管理形態

資料の整理 ・維持管理は現に資料を所有する各組織で

行い,ネ ットワーク管理主体の労力負担 を最小限に抑 え

る。資料整理 には資料の解釈が伴 うため,整 理担当者の

個性が反映 されるが,資 料に対する評価の多用性は,む

しろ妨げ られるべ きでない。

・資料散逸への緊急対応策としての保管場所の確保

いかなる資料管理主体 も,組 織の改廃や管理者の引退

などによる消滅の可能性から逃れ得 ないが,所 在情報が

共有化 されていれば,別 の管理主体 に引 き継がれる可能

性がある。ただし,所 有資料が緊急 に処分を迫られた場

合に備え,保 管場所 を確保 してお く必要がある。保管場

所には資料のために空調設備が必要だが,あ くまで一時

避難であるので,交 通利便 性を考慮する必要はない。

以上のようなアーカイブを実現するための基本検討事

項 としては,ネ ットワークの構築 と維持管理,資 料デー

タベースの共通フォーム作成,資 料所有者の発掘 と情報

提供の呼びかけ,緊 急時の一時保管場所の確保,及 びこ

れらに関わる人的資源の5点 に集約 されるであろう。こ

れらの具体的な検討 については今後の課題 としたい。

<注>

1)研 究論文 は,1970年 頃以降の研究発表 を収集対象 としている。

これは,そ れ以前 の構法や部品 の技術 開発 にお ける研究論文

は,特 別 な構法や部品等が研究論文の対 象 となっていること,

また,そ れ以 降の建築構法 や建築部 品においては,建 築技術

の合理化 を促 進する ようになった時代 であ り,多 種多様 な構

法 ・部 品 ・材料が 開発 され て きた時代 である。従 って,そ の

年代以降か らの研究論文の収集 を行った。

2)こ こで用いてい る 「工 法」 とは,構 造的 な架構形式(在 来木

造住宅の木造軸組等)を 捉 えた ものや,施 工法 によるもの を

扱 うこととした。

3)「 研 究数」 とは,論 文等の掲載 ・発表数を表す。一連 の論文等

の発表 であって も個 別にカウ ン トした。 また,論 文等 とは学

術講演梗概集 を含 むもの とす る。

4)収 集 した既往研 究は,表2-1の 項 目で表計算 ソフ トに よりデ

ー タベース化 され
,構 法や部品名等の入力か ら,検 索や抽出

が可能である。

5)「 構法」,「部品」,「材料」,「構法 ・部品 ・材料に関わるソフ ト

面」 は,次 の ような観 点か ら分類 した。

・構法:建 築材料や部品の構成方法 を研究 した もの。

・部品:建 築の部位 等 との構成関係 が研 究の中心では な く,

部品単体での観点か ら研究 した もの。

・材料:あ る部位 に使 用 された材料 において材料単 体 を研 究

している もので,そ れ を建築物 として構成する場合の構法

での観点 にあま りとらわれ ない もの。

・材料 ・部品 ・構 法 に関わ るソフ ト面:材 料 ・部品 ・構 法 に

関わる規格や規準,詳 細図集 を扱 ってい る もの。 また,そ

れらを製造す る際の製作機械や道具。

・その他 の内容:建 築計画上の平面 プラン等 の変遷

6)図 中の 「年代不明確」 とは,論 文 中の原文 による研 究対 象期

間の開始 と終了 の表記が曖昧 な場合 を指す。例えば 「昭和初

期 から昭和後期」 とい う表記では,1926～47年 間の 「21年間」

と1968～89年 間の 「21年間」 とした。 しか し,年 代不明確 な

部分 は,考 察 に関係せず,年 代 が明確 な部分 が重 要 となって

いる。

7>例 えば,「戦前建築雑誌所在 目録」(日 本建築学 会建 築経 済分

科会編,1967)

8>例 えば,「戦前建築雑誌 インデ ックス」(建設文化研究所)

9)例 えば,「 日本金物新 聞」(日本金物新聞社)

10)例 えば,早 瀬 らが 「古書 に見 られる近代以降 の日本 における

住 宅構法 の変遷」(日 本建築 学会大 会学術 講演梗概 集E1,

p.609,1998)に おいて資料性の検討 を試みている。

11)例 えば,日 本電建編 「明朗住宅写真設計集」(1939)

12)こ こでい う 「総合 カタログ」は,メ ーカーや総合商社で はな

く,第 三者が編纂 した もの をい う。戦前の資料 としては,「建

築資料」(府 立東京商工奨励館 ・建築資料協 会編,1924),「 建

築資料 共同型録」(同刊行会編,1925～26),「 建築 土木資料集

覧」健 築資料協 会編)な どがある。

13)例 えば,「国立国会図書館所蔵社史 ・経 済団体史 目録」(国 立

国会図書館参考書誌部編,紀 伊 國屋書店,1986)

14)例 えば,生 島芳郎編 「本邦主要企業系譜図集 総索引」(神戸

大学経 済経営研 究所 ・経営分析文献セ ンター,1984)

15)例 えば,土 谷耕介 「1961年に行 われた 「蒸気養生組 み立て鉄

筋 コンクリー ト工法」 について」(日本建築学会大会学術 講演

梗概 集F-1pp.1119-1120,1999)

16)例 えば,都 市基盤整備公 団では,建 築技術試験場内 に集合住

宅歴史館 を設 けてい るが,大 正後期 か ら現代 までの非木造集

合住宅の部品類 を精力 的に継続収集 し,研 究報告,図 面,解

体調査時記録な どの資料 と合 わせ,世 界 的に も専 門性 の高 い

アーカイブとな りつつある。

17)産 業遺産デー タベース研 究会が,会 員の保有す る画像 をデー

タベース化 した もので,ト ヨタ財団ホームペ ージ



(http://heritage.toyotafound.or. .ip/sangy(,一・isan/JS-TOP。htm)で

公 開 され て い る。 建 築 物 もそ の 中 にあ るが,選 定基 準 が 不 明

であ る。

18)積 水 ハ ウ ス構 法 計 画 研 究 室 で は,住 宅 の 構 法 計 画 関係 の 修

士 ・博 士 論 文 を系 統 的 に収 集 保 存 し,ま た 元 東 京 大学 教 授 内

田祥 哉氏 の 構法 講 義 ス ラ イ ドも保 存 して い る。

19)(財)中 部 産 業活 性 化 セ ンター らに よ る活 動

20)参 加 者 か ら口頭 説 明 を受 けた 。 ヨー ロ ッパ に は建 築 家 ご との

ア ー カ イブが い くつか あ り,図 面 の系統 的 な 保存 を続 けて い る。

各 国 ・各 都 市 に建 築博 物館 が あ り,我 が 国 と は 建築 に対 す る

文 化 的価 値 の 見 方 が か な り異 な る。
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